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「エフとも」創設とホームページ公開のお知らせ 

 
平素より福島国際研究教育機構（以下「F-REI」という。）の取組に関し、多大なるご理解とご協

力をいただいていることに感謝申し上げます。  
この度、F-REI では、福島浜通り地域等を中心とした教育・科学・文化の振興プラットフォーム

「エフとも」を創設することとし、４月 26 日（土）に開催した「F-REI２周年記念シンポジウム」
にて、その旨発表させていただきました。また、本日、「エフとも」のホームページを公開しました
ので、お知らせいたします。 

「エフとも」は、F-REI および福島県浜通り地域等に拠点を有し、地域の教育、科学、文化等の振
興を目的とした機関が、それぞれ主催し、取り組んでいる活動について、広域連携により取組みの
効果を高めるため、これらの活動の相互扶助（互助）を行う仕組みです。これにより、互いの活動内
容を理解しつつ、より身近な存在として広く地域に認知していただく一助とします。 
 F-REI では、この「エフとも」を通じて、多様な機関との連携を深め、 「共感」と「巻き込み」を
高めていくことで、メンバー機関の取組みのインパクト最大化を図ってまいります。 
 
（ 「エフとも」ホームページ） 
「エフとも」の詳細はこちらから 
 
■「エフとも」とは 

F-REI は、地域の信頼のもと協働して、ともに協力しあいながら取組みを進めていく。私たちは
そんな“ともだち”のような身近な存在になっていきたい、との思いから、エフレイとそのともだ
ち、略して「エフとも」としました。 
 
■活動目的 

エフともは、会員がそれぞれ主催し、取り組む活動について、広域連携による取組の効果を高め
るため、これらの活動の相互扶助（互助）を行うことを目的とします。 
 
■主な活動内容（一例） 

活動の内容は今後も柔軟に広がっていく予定ですが、現在想定されている主な取組は以下の通り
です。 

 

 

 

https://www.f-rei.go.jp/f_tomo/index.html


次代を担う人材を育て、未来をつくっていく取組 
 ・出前授業 
 ・F-REI インターンシップ 
 ・F-REI サイエンスラボ 
 ・メンバー機関のプログラムへの参加 など 
 
地域とともにコミュニティ創成を進めていく取組 
 ・交流会 
 ・ボランティア協力 
 ・知見・経験の共有 
 ・コミュニケーションツールの活用 など 
 
■「エフとも」創設メンバー機関（4 月 28 日時点／50 音順） 

【自治体・教育委員会】 
福島県、福島県教育委員会 

【市町村】 
飯舘村、いわき市、大熊町、葛尾村、川内村、川俣町、新地町、相馬市、田村市、浪江町、楢葉
町、広野町、双葉町、南相馬市 

【大学等教育機関】 
会津大学、いわき短期大学、大阪大学、東北大学グリーン未来創造機構、 
東日本国際大学、弘前大学、福島県立医科大学、福島工業高等専門学校、福島大学 

【まちづくり支援機関】 
葛尾むらづくり公社、かわうちラボ、とみおかプラス、なみとも、 
ふたばプロジェクト、まちづくりなみえ 

【その他浜通り地域等で活動する機関】 
福島イノベーション・コースト構想推進機構、福島相双復興推進機構 

【事務局】 
福島国際研究教育機構（F-REI） 

 
※創設メンバーとして、現在、全 34 団体が参画しています 
 
 

【本件問い合わせ先】 
福島国際研究教育機構 
エフとも事務局 寺山、早川 
電 話：0240-41-9965 

                            メール：f-tomo@f-rei.go.jp 
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